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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 24,432 20.5 1,417 － 1,763 456.4 1,027 －

2021年３月期第３四半期 20,267 △18.6 △93 － 316 △79.3 △67 －
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 543百万円( △38.8％) 2021年３月期第３四半期 887百万円( △1.1％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 38.93 －

2021年３月期第３四半期 △2.58 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 74,618 58,646 76.7

2021年３月期 73,928 58,864 77.8
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 57,267百万円 2021年３月期 57,540百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 5.00 － 10.00 15.00

2022年３月期 － 5.00 －

2022年３月期(予想) 12.00 17.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有
　　

2021年３月期期末配当金の内訳 普通配当 5円00銭 特別配当 5円00銭
　2022年３月期（予想）期末配当金の内訳 普通配当 7円00銭 特別配当 5円00銭

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,300 14.7 1,560 260.3 1,930 124.1 1,120 80.8 42.43
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、添付資料P.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料P.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 26,400,000株 2021年３月期 26,400,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,580株 2021年３月期 1,530株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 26,398,465株 2021年３月期３Ｑ 26,398,474株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

売上高
(百万円)

営業利益又は
営業損失(△)
(百万円)

経常利益
(百万円)

親会社株主に帰属する
四半期純利益又は

親会社株主に帰属する
四半期純損失（△）

(百万円)
当第３四半期
連結累計期間

24,432 1,417 1,763 1,027

前第３四半期
連結累計期間

20,267 △93 316 △67

増減率(％) 20.5 － 456.4 －

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響による厳しい状況の中、一

部には持ち直しの動きもみられましたが、景気の先行きについては、感染症の再拡大により、依然として不透明な

状況が続いています。

一方、当社グループの業績に影響を与える広告市況につきましては、当期間を通じて回復基調で推移しました。

このような事業環境の下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、244億32百万円（前年同期比

20.5％増）と前年同期に比べ大幅に増加しました。

　利益面では、売上高の回復を受けて営業利益は14億17百万円（前年同期は営業損失93百万円）、経常利益は17億

63百万円（前年同期比456.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は10億27百万円（前年同期は親会社株主に

帰属する四半期純損失67百万円）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

メディアコンテンツ関連 不動産関連 その他

売上高
(百万円)

営業利益又は
営業損失(△)
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益
(百万円)

売上高
(百万円)

営業利益又は
営業損失(△)
(百万円)

当第３四半期
連結累計期間

22,376 554 1,271 787 783 74

前第３四半期
連結累計期間

18,073 △860 1,313 798 880 △31

増減率(％) 23.8 － △3.2 △1.3 △11.0 －

(注）売上高については、セグメント間の取引を相殺消去しております。

〈メディアコンテンツ関連〉

「メディアコンテンツ関連」は、新型コロナウイルス感染症の影響により前期大きく落ち込んだ広告出稿の回復

に伴い、テレビスポット収入やテレビタイム収入を中心に持ち直してきたほか、当期より㈱ケイマックスを連結子

会社としたことなどにより、売上高は223億76百万円（前年同期比23.8％増）となりました。

　利益面では、主にテレビスポット収入の回復により、５億54百万円の営業利益（前年同期は８億60百万円の営業

損失）となりました。

〈不動産関連〉

「不動産関連」は、当社保有の不動産における賃貸収入（金融商品会計上の賃貸収入）が減少したことから、売

上高は12億71百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は７億87百万円（前年同期比1.3％減）となりました。

〈その他〉

ゴルフ場事業、保険代理業、タクシー業などで構成される「その他」は、「収益認識に関する会計基準」等を適

用した影響により、売上高は７億83百万円（前年同期比11.0％減）となりましたが、ゴルフ場事業において来場者

数が新型コロナウイルス感染症の影響があった前期に比べ増加したことなどにより、営業利益は74百万円（前年同

期は31百万円の営業損失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて６億90百万円増加し、746億18百万円と

なりました。主な増加要因として、設備投資やのれんの計上などにより有形及び無形固定資産が25億７百万円増加

したほか、流動資産の「その他」が２億22百万円増加しております。また、主な減少要因として、保有株式の時価

下落などにより投資有価証券が13億22百万円、企業結合に伴う支払や配当金の支払などにより現金及び預金が７億

51百万円、それぞれ減少しております。

②負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べて９億９百万円増加し、159億72百万円と

なりました。主な増加要因として、流動負債の引当金が４億29百万円、契約負債が４億13百万円、「その他」が３

億48百万円、未払法人税等が２億32百万円、退職給付に係る負債が１億17百万円、それぞれ増加しております。ま

た、主な減少要因として、未払費用が４億78百万円、繰延税金負債が３億50百万円、それぞれ減少しております。

③純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べて２億18百万円減少し、586億46百万円

となりました。減少要因として、保有株式の時価下落によりその他有価証券評価差額金が８億６百万円減少してお

ります。また増加要因として、退職給付に係る調整累計額が２億90百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益と

配当金の支払いとの差額により利益剰余金が２億42百万円、それぞれ増加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績につきましては、テレビ・ラジオの放送事業を中心に堅調に推移している中、番組費などの費用が圧

縮されたことから、利益面では想定を上回る水準で推移しております。これに伴い、2021年５月13日に公表いたし

ました2022年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正いたします。

2022年３月期の通期連結業績予想(2021年４月１日～2022年３月31日) (単位：百万円、％)

前回発表予想 今回修正予想 増減額 増減率 前期実績

売上高 32,450 32,300 △150 △0.5 28,157

営業利益 1,400 1,560 160 11.4 433

経常利益 1,720 1,930 210 12.2 861

親会社株主に帰属
する当期純利益

920 1,120 200 21.7 619
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,500 13,748

受取手形及び売掛金 7,062 7,083

有価証券 100 100

棚卸資産 43 177

その他 3,340 3,563

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 25,045 24,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 29,030 29,840

減価償却累計額 △19,236 △19,408

建物及び構築物（純額） 9,794 10,432

機械装置及び運搬具 17,885 18,426

減価償却累計額 △14,344 △14,161

機械装置及び運搬具（純額） 3,541 4,265

土地 13,266 13,266

建設仮勘定 2,187 2,352

その他 1,497 1,540

減価償却累計額 △1,239 △1,275

その他（純額） 258 265

有形固定資産合計 29,047 30,581

無形固定資産

のれん - 1,084

その他 463 352

無形固定資産合計 463 1,437

投資その他の資産

投資有価証券 17,235 15,913

繰延税金資産 1,734 1,585

その他 528 546

貸倒引当金 △127 △118

投資その他の資産合計 19,371 17,926

固定資産合計 48,882 49,945

資産合計 73,928 74,618
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 256 282

1年内償還予定の社債 - 20

1年内返済予定の長期借入金 - 28

未払費用 2,593 2,115

未払法人税等 172 405

契約負債 - 413

引当金 140 570

その他 2,373 2,722

流動負債合計 5,536 6,557

固定負債

社債 - 60

長期借入金 - 71

引当金 43 45

退職給付に係る負債 2,689 2,806

資産除去債務 78 79

繰延税金負債 2,572 2,222

長期預り保証金 4,091 4,077

その他 51 51

固定負債合計 9,526 9,415

負債合計 15,063 15,972

純資産の部

株主資本

資本金 1,320 1,320

資本剰余金 654 654

利益剰余金 52,153 52,395

自己株式 △1 △1

株主資本合計 54,126 54,368

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,953 4,147

退職給付に係る調整累計額 △1,539 △1,248

その他の包括利益累計額合計 3,414 2,898

非支配株主持分 1,324 1,378

純資産合計 58,864 58,646

負債純資産合計 73,928 74,618
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 20,267 24,432

売上原価 11,821 13,494

売上総利益 8,445 10,937

販売費及び一般管理費 8,539 9,520

営業利益又は営業損失（△） △93 1,417

営業外収益

受取利息 7 6

受取配当金 332 322

その他 94 63

営業外収益合計 434 392

営業外費用

減価償却費 15 41

支払利息 6 0

貸倒引当金繰入額 0 -

その他 1 3

営業外費用合計 23 45

経常利益 316 1,763

特別利益

固定資産売却益 84 -

特別利益合計 84 -

特別損失

イベント中止損失 16 -

固定資産除却損 - 3

投資有価証券評価損 203 -

特別損失合計 219 3

税金等調整前四半期純利益 181 1,759

法人税等 219 700

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37 1,058

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 31

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△67 1,027

　



中部日本放送株式会社(9402) 2022年３月期 第３四半期決算短信

-7-

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △37 1,058

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 631 △806

退職給付に係る調整額 294 290

その他の包括利益合計 925 △515

四半期包括利益 887 543

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 857 511

非支配株主に係る四半期包括利益 30 31

　



中部日本放送株式会社(9402) 2022年３月期 第３四半期決算短信

-8-

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実

効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法に

よっております。

（会計方針の変更）

(「収益認識に関する会計基準」等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、代

理人として行われる取引について、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、純

額で収益を認識する方法に変更するなどの影響があります。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取り扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四

半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,069百万円減少し、営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ10百万円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は389百

万円減少しております。

　（「時価の算定に関する会計基準」等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　 該当事項はありません。

　なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間より、株式会社ケイマックスの

発行済株式数の80％を新たに取得したため、連結の範囲に含めております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額

(注) ３

メディア
コンテンツ

関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 18,073 1,313 19,386 880 20,267 － 20,267

セグメント間の内部
売上高又は振替高

26 115 142 504 646 △646 －

計 18,099 1,429 19,529 1,384 20,914 △646 20,267

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

△860 798 △62 △31 △93 0 △93

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売、旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント損失△93百万円は、四半期連結損益計算書の営業損失△93百万円と調整を行っています。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他

(注) １
合計

調整額
(注) ２

四半期連結
損益計算書
計上額

(注) ３

メディア
コンテンツ

関連

不動産
関連

計

売上高

外部顧客への売上高 22,376 1,271 23,648 783 24,432 － 24,432

セグメント間の内部
売上高又は振替高

24 115 140 396 537 △537 －

計 22,401 1,387 23,789 1,180 24,969 △537 24,432

セグメント利益 554 787 1,342 74 1,417 0 1,417

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ゴルフ場事業、保険代理業、

ＯＡ機器販売、旅客運送業（タクシー）等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額０百万円は、セグメント間取引消去額です。

３ セグメント利益1,417百万円は、四半期連結損益計算書の営業利益1,417百万円と調整を行っています。

４ 第１四半期連結会計期間より、「放送関連」セグメントの名称を「メディアコンテンツ関連」セグメントに

変更しております。セグメント名称のみの変更であるため、セグメント情報に与える影響はありません。
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３．参考資料

㈱ＣＢＣテレビ 売上高の内訳
（単位：百万円、％）

　 前第３四半期
（2021年３月期
第３四半期）

当第３四半期
（2022年３月期
第３四半期）

増減

金額 金額 金額 増減率

テレビ収テレビ収テレビ収テレビ収テレビ収入入入入入 1111144444,,,,,444446666633333 1111166666,,,,,777774444499999 22222,,,,,222228888866666 1111155555.....88888

　 タイム収入 4,642 5,180 537 11.6

スポット収入 8,986 10,529 1,542 17.2

その他収入 834 1,039 205 24.7

クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収クロスメディア収入入入入入 444441111100000 444442222200000 1111100000 22222.....55555

イベント収イベント収イベント収イベント収イベント収入入入入入 2222266666 222227777722222 222224444466666 999993333377777.....77777

ハウジング収ハウジング収ハウジング収ハウジング収ハウジング収入入入入入 555557777766666 666661111144444 3333377777 66666.....55555

グループ請負収グループ請負収グループ請負収グループ請負収グループ請負収入入入入入 111111111199999 111111111177777 △△△△△11111 △△△△△11111.....33333

合計合計合計合計合計 1111155555,,,,,555559999966666 1111188888,,,,,111117777755555 22222,,,,,555557777799999 1111166666.....55555

　

㈱ＣＢＣラジオ 売上高の内訳
（単位：百万円、％）

　 前第３四半期
（2021年３月期
第３四半期）

当第３四半期
（2022年３月期
第３四半期）

増減

金額 金額 金額 増減率

ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入ラジオ事業収入 11111,,,,,444446666699999 11111,,,,,666664444455555 111117777766666 1111122222.....00000

　 タイム収入 867 996 128 14.8

スポット収入 589 637 47 8.1

その他収入 11 11 0 0.3

受託事業収入受託事業収入受託事業収入受託事業収入受託事業収入 275 222228888800000 44444 11111.....77777

合計合計合計合計合計 11111,,,,,777774444444444 11111,,,,,999992222255555 111118888811111 1111100000.....44444

　


